
(57)【要約】

【課題】術者の動作と機器制御を自動的に連動させ、機

器操作のし忘れを防止する。

【解決手段】内視鏡スコープが接続されると、センサ内

では、赤外線が凸部により遮光される。そのため、信号

線に変化がおきる。制御部では、その変化を検出すると

（ステップＳ２）、判別制御を行なう（ステップＳ３）

。信号線の変化から一定の時間をタイマでカウントした

あと、所定の回数サンプリングする。そのサンプリング

した値を元に、所定時間内で、所定回数以上のスコープ

接続状態の信号が検出できれば接続０Ｋと判別する（ス

テップＳ４）。その後、ステップＳ５にて、制御部は、

ＶＴＲに録画ＯＮ制御信号を送信する。

【選択図】　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
体 腔 内 に 挿 入 可 能 な 挿 入 部 を 有 す る 内 視 鏡 と 、
前 記 内 視 鏡 で 得 ら れ た 内 視 鏡 画 像 を 記 録 可 能 な 記 録 手 段 と 、
前 記 内 視 鏡 の 前 記 挿 入 部 が 挿 入 さ れ た か 否 か を 判 別 す る 判 別 手 段 と 、
前 記 判 別 手 段 の 判 別 結 果 に 基 づ き 、 前 記 記 録 手 段 を 制 御 す る 記 録 制 御 手 段 と
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 複 数 の 機 器 を 集 中 制 御 す る 内 視 鏡 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 患 者 へ の 侵 襲 を 小 さ く し 、 身 体 へ の 負 担 を 少 な く す る た め に 、 内 視 鏡 外 科 手 術 が 行
わ れ て い る 。 例 え ば 、 患 者 の 体 表 か ら 、 観 察 用 の 内 視 鏡 を 体 腔 内 に 導 く ト ラ カ ー ル と 、 処
置 具 を 体 腔 内 の 処 置 部 位 に 導 く ト ラ カ ー ル と を 体 表 か ら 穿 刺 し 、 内 視 鏡 を 介 し て 、 体 腔 内
を 撮 影 し た 画 像 を デ ィ ス プ レ イ に 表 示 し 、 術 者 は 、 そ の 内 視 鏡 画 像 を 見 な が ら 手 術 を 行 う
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ の 時 、 一 般 的 な 内 視 鏡 手 術 シ ス テ ム で は 体 腔 内 を 撮 影 す る カ メ ラ 装 置 、 体 腔 内 に 照 明 光
を 供 給 す る 光 源 装 置 、 処 置 部 位 の 切 開 ／ 凝 固 止 血 な ど を 行 な う を 治 療 装 置 、 お 腹 を 膨 ら ま
す 気 腹 装 置 、 手 術 中 の 内 視 鏡 画 像 を 録 画 し 術 歴 と し て 保 存 す る 記 録 装 置 、 ま た 、 患 者 の 体
内 の 変 化 を 監 視 す る 患 者 モ ニ タ リ ン グ 装 置 な ど が 使 用 さ れ て お り 、 術 者 或 い は 看 護 士 が 電
源 の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ や 各 々 の 機 器 を 所 望 の 設 定 に 操 作 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
内 視 鏡 手 術 開 始 前 の 準 備 と し て 、 例 え ば 術 者 だ と 、 患 者 麻 酔 、 患 者 カ ル テ 確 認 、 手 技 確 認
な ど が あ る 。 ま た 、 看 護 士 だ と 、 患 者 介 助 、 麻 酔 介 助 、 機 器 の 設 置 、 使 用 器 具 の 準 備 、 ス
コ ー プ 、 送 気 チ ュ ー ブ の 接 続 、 ト ロ リ ー の 運 搬 な ど が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ れ ら の 準 備 時 は 大 変 忙 し く 、 手 術 室 内 の 術 者 や 看 護 士 は 慌 し い 状 態 に な っ て い る の で 、
各 機 器 の 設 定 操 作 が 煩 わ し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ の た め 、 簡 単 に 機 器 の 設 定 操 作 や 装 置 の パ ラ メ ー タ を 見 る こ と が で き る 方 法 と し て 、 内
視 鏡 手 術 シ ス テ ム 内 の 各 機 器 と 通 信 を し 、 各 機 器 の 機 能 を 一 括 し て 操 作 で き る 操 作 パ ネ ル
、 一 括 し て パ ラ メ ー タ を 表 示 で き る 表 示 パ ネ ル を も つ 集 中 制 御 装 置 が 特 開 平 ７ － ３ ０ ３ ６
５ ４ 号 公 報 で 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ７ － ３ ０ ３ ６ ５ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 操 作 す る の は 人 間 で あ る た め 、 準 備 に 忙 し い と き に 機 器 の 操 作 を 忘 れ て し
ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ の と き 、 カ メ ラ 装 置 や 光 源 装 置 だ と 、 操 作 を し 忘 れ た と し て も 、 カ メ ラ 装 置 か ら の 内 視
鏡 映 像 や 、 光 源 の 照 射 光 な し で 手 術 を 行 な う こ と が で き な い の で 、 手 術 の 開 始 前 に 気 づ く
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
し か し 、 記 録 装 置 （ 例 え ば Ｖ Ｔ Ｒ ） で は 、 録 画 を し 忘 れ た 場 合 、 そ の ま ま 、 手 術 が 開 始 で
き て し ま う の で 、 操 作 し 忘 れ た ま ま に し て し ま い 、 手 術 の 履 歴 を 残 し て お く こ と が で き な
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く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 術 者 の 動 作 と 機 器 制 御 を 自 動 的 に 連 動
さ せ 、 機 器 操 作 の し 忘 れ を 防 止 す る こ と の で き る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と
し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 体 腔 内 に 挿 入 可 能 な 挿 入 部 を 有 す る 内 視 鏡 と 、 前 記 内 視 鏡 で
得 ら れ た 内 視 鏡 画 像 を 記 録 可 能 な 記 録 手 段 と 、 前 記 内 視 鏡 の 前 記 挿 入 部 が 挿 入 さ れ た か 否
か を 判 別 す る 判 別 手 段 と 、 前 記 判 別 手 段 の 判 別 結 果 に 基 づ き 前 記 記 録 手 段 を 制 御 す る 記 録
制 御 手 段 と を 具 備 し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 述 べ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ な い し 図 ５ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 わ り 、 図 １ は 内 視 鏡 手 術 シ ス テ ム の 構 成
を 示 す シ ス テ ム 構 成 図 、 図 ２ は 図 １ の 内 視 鏡 ス コ ー プ の 構 成 を 示 す 構 成 図 、 図 ３ は 図 １ の
セ ン サ ユ ニ ッ ト の 構 成 を 示 す 断 面 図 、 図 ４ は 図 ２ の ｂ － ｂ ’ 線 断 面 を 示 す 断 面 図 、 図 ５ は
図 １ の 集 中 制 御 装 置 内 の 制 御 部 の 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 手 術 シ ス テ ム １ は 、 制 御 を 実 行 す る 制 御 部 ３ を
有 す る 集 中 制 御 装 置 ２ と 、 Ｖ Ｔ Ｒ ４ と 、 カ メ ラ 装 置 ５ と 、 図 示 し な い 気 腹 装 置 、 電 気 メ ス
、 光 源 装 置 と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
カ メ ラ 装 置 ５ は 、 カ メ ラ ヘ ッ ド ６ が 内 視 鏡 ス コ ー プ ８ に 接 続 さ れ 、 カ メ ラ ヘ ッ ド ６ は ケ ー
ブ ル ７ に よ り カ メ ラ 装 置 ５ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 ス コ ー プ ８ は 、 硬 性 鏡 と 呼 ば れ る 泌 尿 器 分 野 の 前 立 腺 肥 大 症 治 療 で
使 わ れ る レ ゼ ク ト ス コ ー プ で あ っ て 、 内 視 鏡 ス コ ー プ ８ で は 、 セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ 、 イ ン ナ
ー シ ー ス １ ０ 、 ア ウ タ ー シ ー ス １ １ を 挿 通 し 、 患 者 １ ２ へ 経 尿 道 的 に 挿 入 さ れ る 構 成 に な
っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ か ら は 、 信 号 線 １ ３ と 電 源 ラ イ ン １ ４ が 集 中 制 御 装 置 ２ に 接 続 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 レ ゼ ク ト ス コ ー プ で あ る 内 視 鏡 ス コ ー プ ８ は 、 図 示 し な い 電 気 メ ス に
接 続 さ れ 、 電 気 メ ス の フ ッ ト ス イ ッ チ Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ に よ り 電 極 ２ ４ に 電 流 が 供 給 さ れ る 構
成 で あ る 。 経 尿 道 的 に 患 者 １ ２ に 挿 入 さ れ 、 前 記 電 極 を 患 部 に 接 触 し 、 切 開 ／ 凝 固 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
レ ゼ ク ト ス コ ー プ で あ る 内 視 鏡 ス コ ー プ ８ は 、 外 套 管 で あ る 、 貫 通 孔 を 有 す る 中 空 の ア ウ
タ ー シ ー ス １ １ と 、 同 様 に ア ウ タ ー シ ー ス １ １ の 貫 通 孔 内 に 配 置 さ れ る イ ン ナ ー シ ー ス １
２ と ス コ ー プ ８ と で 構 成 さ れ て い る 。 図 ２ の 点 線 の よ う に そ れ ぞ れ を 挿 通 し 組 み 立 て る こ
と で レ ゼ ク ト ス コ ー プ と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ア ウ タ ー シ ー ス １ １ は 尿 道 を 介 し て 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 中 空 の 挿 入 部 １ ６ と ２ つ の 流 体 管
路 １ ７ ， １ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
具 体 的 に は 、 流 体 管 路 １ ７ は 、 処 置 部 に 潅 流 液 と し て 導 電 性 を 有 す る 生 理 食 塩 水 等 を 送 液
す る 。 流 体 管 路 １ ８ は 、 生 理 食 塩 水 等 を 排 出 す る 。 こ れ ら の 管 路 に は 、 図 示 し な い チ ュ ー
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ブ が 接 続 さ れ 送 液 及 び 排 液 を 行 な う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
イ ン ナ ー シ ー ス １ ２ に は 、 凸 部 ２ ０ が あ り 、 凸 部 ２ ０ を 抑 え な が ら セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ の が
取 り 付 い た り 取 り 外 し た り す る 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ は 、 イ ン ナ ー シ ー ス １ ０ と 同 形 状 の 凸 部 ２ ２ と ス コ ー プ 接 続 部 ２ ５ と 、
セ ン サ ２ ３ と 、 イ ン ナ ー シ ー ス １ ０ の 内 壁 に 接 続 さ れ る ピ ン ２ １ ａ で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ス コ ー プ ４ ２ の 側 部 に は 観 察 部 位 に 対 し て 観 察 用 の 照 明 光 を 供 給 す る ラ イ ト ガ イ ド （ 図 示
せ ず ） が 接 続 さ れ る ラ イ ト ガ イ ド 接 続 部 １ ９ と 、 セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ の 内 壁 に 接 続 さ れ る ピ
ン ２ １ ｂ と 術 者 が ス コ ー プ を 操 作 す る ハ ン ド ル 部 １ ５ と 、 電 極 ２ ４ で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
さ ら に 前 記 カ メ ラ ヘ ッ ド ６ を 内 視 鏡 ス コ ー プ ８ に 装 着 し て 、 カ メ ラ ヘ ッ ド ６ か ら の 信 号 を
も と に 内 視 鏡 用 カ メ ラ 装 置 ５ で 内 視 鏡 映 像 信 号 を 生 成 し 、 内 視 鏡 映 像 を 図 示 し な い Ｃ Ｒ Ｔ
モ ニ タ な ど に 映 し 出 し な が ら 処 置 を 行 な う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ３ は 、 セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ の 構 成 を 示 し て お り 、 図 ３ の セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ は 図 ２ の 視 点 ２
６ よ り 見 た ａ － ａ ’ の 断 面 図 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ に は セ ン サ ２ ３ が あ り 、 こ れ は 、 赤 外 線 の フ ォ ト セ ン サ で あ っ て 、 発 光
素 子 ２ ８ と 、 受 光 素 子 ２ ９ と ね じ ２ ７ ａ ， ２ ７ ｂ で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
セ ン サ ２ ３ に は 、 信 号 線 １ ３ と 電 源 ラ イ ン １ ４ と が 接 続 コ ネ ク タ ３ ６ を 介 し て 接 続 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ は 、 ス コ ー プ ガ イ ド 部 ３ ２ と 、 ス コ ー プ ガ イ ド 部 ３ ２ に あ る 切 り 欠 き ３
３ ａ ， ３ ３ ｂ と 、 イ ン ナ ー シ ー ス １ ０ の 内 壁 に あ る 凹 部 ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ と で 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ４ は 、 視 点 ２ ６ よ り 見 た 内 視 鏡 ス コ ー プ ８ ｂ － ｂ ’ の 断 面 図 を 示 し て お り 、 ピ ン ２ １ ａ
， ２ １ ｂ は 凸 状 の 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ 作 用 ）
ま ず 、 内 視 鏡 手 術 の 準 備 を 行 な う 。 看 護 士 が 患 者 １ ２ を ベ ッ ド に 搬 送 し 、 麻 酔 の 術 者 が 麻
酔 を か け る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
外 科 医 の 術 者 だ と 患 者 カ ル テ 確 認 、 手 技 確 認 を 行 な い 、 看 護 士 は 患 者 介 助 、 麻 酔 介 助 、 機
器 の 設 置 、 使 用 器 具 の 準 備 、 ス コ ー プ 、 送 気 チ ユ ー ブ な ど の 接 続 を 行 な い 、 図 １ の 内 視 鏡
シ ス テ ム 図 の よ う に 準 備 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
そ の 後 、 術 者 は ス コ ー プ を 組 み 立 て る 。 図 ２ の 点 線 の よ う に 、 ア ウ タ ー シ ー ス １ １ に イ ン
ナ ー シ ー ス １ ０ を 挿 通 し 、 セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ を イ ン ナ ー シ ー ス １ ０ に 取 り 付 け る 。 セ ン サ
ユ ニ ッ ト ９ は 、 接 続 部 ２ １ ａ が イ ン ナ ー シ ー ス １ ２ の 内 壁 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の よ う に し て イ ン ナ ー シ ー ス １ ０ と ア ウ タ ー シ ー ス １ １ が 組 み 立 て ら れ 、 患 者 １ ２ に 経
尿 道 的 に 挿 入 す る 。 そ の 後 、 手 術 を 開 始 す る と き は 、 術 者 が 、 セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ の 凸 部 ２
２ を 抑 え な が ら 、 図 ４ の 内 視 鏡 ス コ ー プ ８ を 挿 通 し 、 内 視 鏡 ス コ ー プ ８ の 接 続 部 ２ １ ｂ が
、 ス コ ー プ ガ イ ド ３ ２ の 切 り 欠 き ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ を と お る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
そ の と き 、 連 結 部 ３ １ に よ り イ ン ナ ー シ ー ス １ ０ の 凹 部 ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ と 、 き り か き ３ ３
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ａ ， ３ ３ ｂ が 一 致 し た と き 、 接 続 部 ２ １ ｂ が 凹 部 ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ に て 固 定 さ れ る 。 そ の 後
、 電 極 ２ ４ に 電 流 を 流 し 、 凝 固 ／ 切 開 を 行 な う 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
な お 、 前 述 し た セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ と イ ン ナ ー シ ー ス １ ０ の 接 続 も 図 ３ の 接 続 と 同 様 の 固 定
方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
次 に 、 図 ５ を 用 い て 、 集 中 制 御 装 置 ２ 内 の 制 御 部 ３ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ は セ ン
サ ２ ３ か ら の 検 出 信 号 を 、 集 中 制 御 装 置 ２ 内 の 制 御 部 ３ で 処 理 す る フ ロ ー を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ス テ ッ プ Ｓ ０ に お い て 、 集 中 制 御 装 置 ２ の 電 源 が Ｏ Ｎ し 、 セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ に 電 源 が 供 給
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ こ で 、 内 視 鏡 ス コ ー プ ８ が 接 続 さ れ て い な い と 、 発 光 素 子 ２ ８ か ら の 赤 外 線 ３ ０ は 、 受
光 素 子 ２ ９ へ と 受 信 さ れ 、 信 号 線 １ ３ は 、 ス コ ー プ 接 続 Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 を 制 御 部 ３ に セ ン サ 信
号 と し て が 入 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
次 に 、 内 視 鏡 ス コ ー プ ８ が 接 続 さ れ る と 、 セ ン サ ２ ３ 内 で は 、 赤 外 線 ３ ０ が 凸 部 ２ １ ａ に
よ り 遮 光 さ れ る 。 そ の た め 、 信 号 線 １ ３ に 変 化 が お き る 。 制 御 部 ３ で は 、 そ の 変 化 を 検 出
す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 、 判 別 制 御 を 行 な う （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。 信 号 線 １ ３ の 変 化 か ら 一
定 の 時 間 を タ イ マ で カ ウ ン ト し た あ と 、 所 定 の 回 数 サ ン プ リ ン グ す る 。 そ の サ ン プ リ ン グ
し た 値 を 元 に 、 所 定 時 間 内 で 、 所 定 回 数 以 上 の ス コ ー プ 接 続 状 態 の 信 号 が 検 出 で き れ ば 接
続 ０ Ｋ と 判 別 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に て 、 制 御 部 ３ は 、 Ｖ Ｔ Ｒ ４ に 録 画 Ｏ Ｎ 制 御 信 号 を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
も し 、 内 視 鏡 ス コ ー プ ８ 接 続 時 に 、 セ ン サ 信 号 １ ３ に チ ャ タ リ ン グ ノ イ ズ な ど が 発 生 し た
場 合 を 考 慮 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ で 、 セ ン サ 信 号 に 変 化 が あ っ た の に 、 判 別 結 果 が ０ Ｋ で な か
っ た 場 合 、 再 度 所 定 時 間 遅 延 を 設 け た 後 、 判 別 制 御 を 行 な っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
な お 、 逆 に 内 視 鏡 ス コ ー プ ８ が シ ー ス よ り 取 り 出 さ れ る と き は 、 凹 部 ２ ２ を 押 し な が ら 、
切 り 欠 き ３ ３ と 凸 部 ３ ４ の 位 置 が 一 致 し 、 内 視 鏡 ス コ ー プ ８ を 取 り 出 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の と き 、 セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ の 赤 外 線 ３ ０ が 、 再 度 受 光 素 子 ３ ０ に 受 信 さ れ 、 制 御 部 ３ は
、 ス テ ッ プ Ｓ ２ で 信 号 変 化 を 検 出 し 、 前 記 判 別 制 御 を 行 い 、 ス コ ー プ 接 続 Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 を 判
別 で き る の で 、 Ｖ Ｔ Ｒ ４ の 録 画 状 態 を Ｏ Ｆ Ｆ に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の よ う に し て 、 内 視 鏡 手 術 が 開 始 ／ 終 了 す る と き の ス コ ー プ 接 続 動 作 に 連 動 し て 録 画 Ｏ
Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 も 自 動 的 に 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
（ 効 果 ）
以 上 の よ う な 作 用 に て 、 術 者 が 、 手 術 直 前 に ス コ ー プ を 組 み 立 て る と い う 動 作 に 連 動 し て
、 Ｖ Ｔ Ｒ を 自 動 的 に Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ す る た め 、 録 画 し 忘 れ を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
さ ら に は 、 忙 し い 内 視 鏡 手 術 の 準 備 時 、 録 画 操 作 の 煩 わ し さ と 、 ス コ ー プ 出 し 入 れ を 行 な
っ て い る 最 中 の 無 駄 な 録 画 も な く な る の で 、 効 率 よ い 術 歴 の 保 存 を 行 な え る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 ６ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る セ ン サ ユ ニ ッ ト の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
第 ２ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と ほ と ん ど 同 じ で あ る の で 、 異 な る 点 の み 説 明 し
、 同 一 の 構 成 に は 同 じ 符 号 を つ け 説 明 は 省 略 す る 。
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【 ０ ０ ５ １ 】
（ 構 成 ）
本 実 施 の 形 態 は 、 セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ が 超 音 波 セ ン サ で あ る 例 を 示 し て い る 。 す な わ ち 、 図
６ に 示 す よ う に 、 セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ に は 、 振 動 子 ３ ７ 取 り 付 け ら れ て い る 構 成 に な っ て い
る 。 こ の 超 音 波 セ ン サ で あ る セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ は 、 振 動 子 ３ ７ か ら の 信 号 を 送 信 し 、 物 体
か ら の 反 射 信 号 を 検 出 す る こ と で 、 物 体 の 有 無 や 、 物 体 ま で の 距 離 を 計 測 で き る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
（ 作 用 ）
第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 図 ５ を 用 い て 、 本 実 施 の 形 態 の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ の 検 知 方 法 は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ り 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 判
別 動 作 が 、 内 視 鏡 ス コ ー プ ８ の 有 無 を 判 別 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
内 視 鏡 ス コ ー プ ８ が 接 続 さ れ た 時 は 、 数 ｍ ｍ 程 度 の 距 離 に 物 体 が あ る と 検 出 で き 、 内 視 鏡
ス コ ー プ ８ が 接 続 さ れ た か ど う か 判 別 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
（ 効 果 ）
以 上 の よ う な 作 用 に て 、 術 者 が 、 手 術 直 前 に ス コ ー プ を 組 み 立 て る と い う 動 作 に 連 動 し て
、 術 歴 を 記 録 す る Ｖ Ｔ Ｒ を 自 動 的 に Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ す る た め 、 録 画 し 忘 れ を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
さ ら に は 、 忙 し い 内 視 鏡 手 術 の 準 備 時 、 録 画 操 作 の 煩 わ し さ も な く な る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
尚 、 本 発 明 の 第 １ 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ か ら の 信 号 を 集 中 制 御 装 置
２ 内 の 制 御 部 ３ で 判 別 し 、 Ｖ Ｔ Ｒ ４ の 制 御 を 行 な っ て い る が 、 セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ 内 に 制 御
部 を 設 け て 、 録 画 Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 信 号 を 集 中 制 御 装 置 ２ や 、 Ｖ Ｔ Ｒ ３ に 直 接 送 信 し て も 構 わ
な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
ま た 、 セ ン サ ユ ニ ッ ト ９ は 、 集 中 制 御 装 置 ２ だ け で な く 、 カ メ ラ 装 置 ５ や Ｖ Ｔ Ｒ ４ に 接 続
コ ネ ク タ を 設 け て 同 様 の 制 御 を 行 な っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
さ ら に 、 術 者 の 動 作 に 連 動 し て 、 電 気 メ ス の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ や 、 機 器 の 設 定 値 を 自 動 設 定 し
て も 、 機 器 の 設 定 し 忘 れ 防 止 の 効 果 が 得 ら れ る こ と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
［ 付 記 ］
（ 付 記 項 １ ） 　 シ ー ス を 介 し て 内 視 鏡 ス コ ー プ を 用 い 内 視 鏡 手 術 を 行 う 際 に 、 撮 像 装 置 か
ら の 撮 像 さ れ て く る 内 視 鏡 像 を 記 録 す る 記 録 装 置 を 備 え た 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、
術 者 の 動 作 か ら 録 画 の 開 始 ／ 終 了 の タ イ ミ ン グ を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
前 記 検 出 手 段 か ら の 検 出 信 号 に 応 じ て 、 前 記 記 録 装 置 の 制 御 状 態 を 判 別 す る 判 別 手 段 と 、
前 記 判 別 手 段 か ら の 判 別 結 果 に 応 じ て 、 前 記 記 録 装 置 の 録 画 状 態 を 制 御 す る 制 御 部 と
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ 付 記 項 ２ ） 　 前 記 検 出 手 段 は 、 フ ォ ト セ ン サ に て 前 記 内 視 鏡 ス コ ー プ と 前 記 シ ー ス の 組
み 立 て る 動 作 を 検 出 す る
こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
（ 付 記 項 ３ ） 　 前 記 検 出 手 段 は 、 超 音 波 セ ン サ に て 前 記 内 視 鏡 ス コ ー プ と 前 記 シ ー ス の 組
み 立 て る 動 作 を 検 出 す る
こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
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本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 変 え な い 範 囲
に お い て 、 種 々 の 変 更 、 改 変 等 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 術 者 の 動 作 と 機 器 制 御 を 自 動 的 に 連 動 さ せ 、 機 器 操
作 の し 忘 れ を 防 止 す る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 手 術 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す シ ス テ ム 構 成
図
【 図 ２ 】 図 １ の 内 視 鏡 ス コ ー プ の 構 成 を 示 す 構 成 図
【 図 ３ 】 図 １ の セ ン サ ユ ニ ッ ト の 構 成 を 示 す 断 面 図
【 図 ４ 】 図 ２ の ｂ － ｂ ’ 線 断 面 を 示 す 断 面 図
【 図 ５ 】 図 １ の 集 中 制 御 装 置 内 の 制 御 部 の 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る セ ン サ ユ ニ ッ ト の 構 成 を 示 す 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ … 内 視 鏡 手 術 シ ス テ ム
２ … 集 中 制 御 装 置
３ … 制 御 部
４ … Ｖ Ｔ Ｒ
５ … カ メ ラ 装 置
６ … カ メ ラ ヘ ッ ド
７ … ケ ー ブ ル
８ … 内 視 鏡 ス コ ー プ
９ … セ ン サ ユ ニ ッ ト
１ ０ … イ ン ナ ー シ ー ス
１ １ … ア ウ タ ー シ ー ス
１ ３ … 信 号 線
１ ４ … 電 源 ラ イ ン
２ ３ … セ ン サ
２ ７ ａ ， ２ ７ ｂ … ね じ
２ ８ … 発 光 素 子
２ ９ … 受 光 素 子
３ ２ … ス コ ー プ ガ イ ド 部
３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ … 切 り 欠 き
３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ … 凹 部
３ ６ … 接 続 コ ネ ク タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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摘要(译)

要解决的问题：通过自动联锁操作员的操作和设备控制来防止忘记操作
设备。 解决方案：连接内窥镜时，红外线被传感器内部的凸起部分屏
蔽。 因此，信号线改变。 当检测到变化时（步骤S2），控制部分执行判
别控制（步骤S3）。 在计时器根据信号线的变化对固定时间进行计数之
后，将采样执行预定的次数。 基于采样值，如果在预定时间内检测到示
波器连接状态的信号预定次数或更多次，则确定连接为0K（步骤S4）。 
之后，在步骤S5中，控制单元将记录ON控制信号发送到VTR。 [选择图]
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